











The influence of parental speech on the development of 
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発刊以来、大きな反響を巻き起こし、2006 年 9 月、単行本と文庫を合わせて発行部数 270 万部
を超える大ベストセラーとなった。とくに 2005 年 2 月、皇太子殿下が誕生日の記者会見にてド
ロシー博士の詩「子は親の鏡」を朗読されたことで、日本国中にドロシーブームが起きた。株式




  とげとげした家庭で育つと、子どもは、乱暴になる  
  不安な気持ちで育てると、子どもも不安になる  
  「かわいそうな子だ」と言って育てると、子どもは、みじめな気持ちになる  
  子どもを馬鹿にすると、引っ込みじあんな子になる  
  親が他人を羨んでばかりいると、子どもも人を羨むようになる  
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  叱りつけてばかりいると、子どもは「自分は悪い子なんだ」と思ってしまう  
  励ましてあげれば、子どもは、自信を持つようになる  
  広い心で接すれば、キレる子にはならない 
  誉めてあげれば、子どもは、明るい子に育つ  
  愛してあげれば、子どもは、人を愛することを学ぶ  
  認めてあげれば、子どもは、自分が好きになる  
  見つめてあげれば、子どもは、頑張り屋になる  
  分かち合うことを教えれば、子どもは、思いやりを学ぶ  
  親が正直であれば、子どもは、正直であることの大切さを知る  



















































短大生 228 名（1 年生 191 名、2 年生 37 名）を対象に質問紙調査を実施した。そのうち有効













自己肯定感尺度 32 項目のうち 6 項目を用い、「私は引っ込みじあんです」の項目を加えた。「叱
りつけてばかりいると、子どもは「自分は悪い子なんだ」と思ってしまう」「励ましてあげれば、
子どもは、自信を持つようになる」では、自己実現的態度・充実感と捉え、平石（1990）の自己
肯定意識尺度 16 項目、佐伯ら（2006）の自己効力感・自己肯定感尺度 32 項目のうち 8 項目を用
い「自分は悪い子だと思っています」「私は自分に自信があります」の 2 項目を加えた。「認め
てあげれば、子どもは、自分が好きになる」については自己受容と捉え、平石（1990）の自己肯




表 1 幼少期に親からかけられた代表的な言葉について  
問 1．手伝いをしている  
とき 
1. そんなこともできんとね？ あんたにできると？ など（馬鹿にされた言葉） 
2. さわるな もう何もせんで なにやってるの など（叱られた言葉）  
3. ○○ちゃんならできるよ あと少しだから頑張って など（励まされた言葉） 
4. ありがとう助かるわ 嬉しい いてくれてよかった など（認められた言葉） 
問  2．きょうだいでケン
カをしたとき  
1. あんたが馬鹿やかいよ くだらん そんなことで？ など（馬鹿にされた言葉） 
2. いい加減にしないよ やめなさい 自分が悪いんでしょ など（叱られた言葉） 
3. 気にせんでいいが きっと仲直りできるよ など（励まされた言葉）  
4. ケンカの理由は何だったの？ 悲しかったね など（認められた言葉）  
問 3．何かに失敗したと   
  き 
1. ほらやっぱりね  だっせー あ～できんかったっちゃなど（馬鹿にされた言葉） 
2. 何で失敗するの  だから言ったでしょ いい加減にして など（叱られた言葉） 
3. 次は出来るよ もう 1 度やってみようか 大丈夫 など（励まされた言葉）  
4. そこまで出来れば大丈夫 ここまでできてすごいね など（認められた言葉） 
問  4．食べ物の好き嫌い
をしたとき 
1. そんなのも食べれんと？ えっやばっ よわ～い など （馬鹿にされた言葉） 
2. 残すな 食べるまでそこにおんないね 食べなさい など（叱られた言葉）  
3. 少しでも食べてみようか 食べれるが 大きくなるよ など（励まされた言葉） 
4. 苦手なんだね 今は食べられないけど今度頑張ろう など（認められた言葉） 
問  5．何かができるよう
になったとき  
1. そんなのもできんかったと？  いまさら？  おっせーなど（馬鹿にされた言葉） 
2. できて当たり前でしょ もっと上手にできないの など（叱られた言葉）  
3. すご～い さすが 頑張ればもっと上手にできるよ など（励まされた言葉） 
4. 頑張ったね やればできるね 信じてたよ 教えて など（認められた言葉） 
問  6．進んで片付けをし
たとき 
1. 当たり前でしょ なんで時間がかかると など（馬鹿にされた言葉）  
2. めちゃくちゃじゃん 余計なことせんで など（叱られた言葉）  
3. すごいね～ えらいね 上手にできるかな など（励まされた言葉）  
4. ありがとう 頑張ってるね 助かるわ 上手ね など（認められた言葉）  
問  7．夜いつまでも起き
ているとき 
1. １人じゃ眠れんと？ 外で寝る？ おっぱい飲む？ など（馬鹿にされた言葉） 
2. いつまで起きちょっと？ 早く寝なさい うるさい など（叱られた言葉）  
3. 目を閉じてみて 早く寝れるかな？ など（励まされた言葉）  
4. 今日外で遊ばなかったもんね  眠くない日もあるよねなど（認められた言葉） 
問 8．友達とケンカした  
とき 
1. 馬鹿じゃない あんたが余計なことしたからよ など（馬鹿にされた言葉）  
2. 人のせいにしない あんたが悪い 謝った？ など（叱られた言葉）  
3. 心配ないよ 元気をだして よい経験になったね など（励まされた言葉）  
4. 嫌やったっちゃね 自分の意見が言えたんだね など（認められた言葉）  
問 9．何かに怖がったと  
  き 
1. そんなのが怖いと？ 弱虫 情けない など（馬鹿にされた言葉）  
2. うるさい 怖くない いい加減にしなさい ダメな子 など（叱られた言葉） 
3. 怖がらなくても大丈夫だよ 一緒にやってみようか など（励まされた言葉） 
4. 怖そうやね 誰でも怖いことはあるよ 怖かったね など（認められた言葉） 
問 10．新しいことに挑戦  
するとき 
1. 無理無理 どうせ 3 日坊主でしょ できないくせに など（馬鹿にされた言葉） 
2. やめとけ またそんなことすると？ もうするな など（叱られた言葉）  
3. きっとできるよ 応援してる やるだけやったら？ など（励まされた言葉） 
4. 挑戦するってすごい うまくいくといいね 信じてるよなど（認められた言葉） 
問 11．園や学校の先生に  
叱られたとき  
1. またっ？ お兄ちゃんはできるのに あほじゃないと？など（馬鹿にされた言葉）  
2. あんたがいけないんでしょ 何やってるの 反省してると？など（叱られた言葉）  
3． 今度頑張ればいいよ  明日はいいことある 勉強になったね など（励まされた言葉） 
4． そんなこともあるよ それでも大好きだよ つらかったね（認められた言葉） 
問 12．朝、遅れそうにな
ったとき 
1． 早起きできんもんね ぐず のろま など（馬鹿にされた言葉）  
2． 早く起きないからでしょ  夜更かしするからよ  おいていくよ など （叱られた言葉） 
3． 急げ急げ  先生や友達が待ってるよ  一緒に準備しようか など（励まされた言葉） 
4． いつもはできてるもんね  理由を話せば分かってもらえるよ など（認められた言葉） 
問 13．食事を全部食べた  
とき 
1. 時間かかったね やっと食べたの？ 食べ方汚い など（馬鹿にされた言葉） 
2. 遅い きれいに食べなさい 食べて当たり前でしょ など（叱られた言葉）  
3. よく食べたね 元気がでるね パワーもりもりだね など（励まされた言葉） 
4. 頑張ったね すごいね 大きくなれるよ など（認められた言葉）  
問 14．園や学校の先生に  
ほめられたとき  
1. できて普通じゃん それぐらいでほめられたの？ など（馬鹿にされた言葉） 
2. 何で今までできんかったと もっとできるでしょ など（叱られた言葉）  
3. これからも応援してるよ 今度も楽しみにしてるね など（励まされた言葉） 
4. 頑張ってたもんね 本当によくできたね さすがだね など（認められた言葉）  
問 15．出かける準備が早
くできたとき  
1. 忘れ物してますけど やっとできたの？ など（馬鹿にされた言葉）  
2. もっと早くできないの 忘れ物とかないの など（叱られた言葉）  
3. 明日も楽しみだな お姉（兄）ちゃんになるね など（励まされた言葉）  
4. 早くできたね さすが私の子ども 頑張ったもんね など（認められた言葉） 
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表 2 現在の考え方や性格について 
 4 当てはまる   3 どちらかといえば当てはまる   2 どちらかといえば当てはまらない   １当てはまらない  
（そうだ）            （そうだ）              （違う）     （違う）  
問 1． 人前でもこだわりなく自由に感じたままを言うことができます  4  3  2  1 
問 2． 自主的に友人に話しかけていきます  4  3  2  1 
問 3． 疑問だと感じたらそれを堂々と言えます  4  3  2  1 
問 4． 自分の納得のいくまで相手と話し合うようにしています  4  3  2  1 
問 5． 人前でもありのままの自分を出せます  4  3  2  1 
問 6． 友達と真剣に話し合います  4  3  2  1 
問 7． 私は引っ込み思案です（＊） 4  3  2  1 
問 8． 欠点の 1 つや２つあってもかまわないと思います  4  3  2  1 
問 9． 自分なりの個性を大切にしています  4  3  2  1 
問 10．自分にはよい面がたくさんあります  4  3  2  1 
問 11．自分のよいところも悪いところもありのままに認めることができます  4  3  2  1 
問 12．自分には自分なりの人生があってもよいと思います  4  3  2  1 
問 13．自分の悪いところは気になりません  4  3  2  1 
問 14．自分の個性を素直に受け入れています  4  3  2  1 
問 15．私は自分のことが好きです  4  3  2  1 
問 16．張り合いがあり、やる気があります  4  3  2  1 
問 17．自分を見失うことなく、自分の道を進んでいます  4  3  2  1 
問 18．前向きな姿勢で物事に取り組んでいます  4  3  2  1 
問 19．生活がすごく楽しいと感じています  4  3  2  1 
問 20．自分の好きなことがやれていると思います  4  3  2  1 
問 21．自分が立てた計画はうまくいく自信があります  4  3  2  1 
問 22．夢や目標をもっていますか  4  3  2  1 
問 23．誰かが悪いことをしたときに、それをやめるように言います  4  3  2  1 
問 24．自分は悪い子だと思っています  4  3  2  1 




 （1）幼少期に親からかけられた代表的な言葉について  
 全体の結果を表 3 に示した。まず全体像を見てみると、どの項目においても低い割合をしめた










備が早くできたとき（43.4％）（39.7％）の 4 項目であった。 
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表 3 自身がかけられた言葉の全体の割合 



























1．手伝いをしている時  3.8 84.5％  9.1％  4.1％  2.3％  
2．きょうだいでケンカをしたとき  2.45 20.1％  13.7％  63.2％  2.9％  
3. 何かに失敗したとき  3.08 21.9％  64.8％  12.3％  0.9％  
4．食べ物の好き嫌いをしたとき  2.94 17.8％  63.5％  18.7％  0.0％  
5．何かができるようになったとき  3.41 47.5％  46.6％  5.5％  0.5％  
6．進んで片付けをしたとき  3.59 64.8％  30.1％  2.3％  2.7％  
7．夜、いつまでも起きているとき  2.62 11.9％  37.9％  50.2％  0.0％  
8．友達とケンカしたとき  2.89 29.7％  34.7％  32.0％  3.7％  
9．何かに怖がったとき  3.26 42.0％  46.1％  7.8％  4.1％  
10．新しいことに挑戦するとき  2.89 15.1％  71.7％  3.2％  10.0％  
11．園や学校の先生に叱られたとき  2.81 18.7％  47.9％  29.2％  4.1％  
12．朝、遅れそうになったとき  2.54 8.2％  39.7％  51.1％  0.9％  
13．食事を全部食べたとき  3.38 47.5％  44.7％  5.5％  2.3％  
14．園や学校の先生にほめられたとき  3.73 75.3％  20.5％  3.2％  0.9％  
15．出かける準備が早くできたとき  3.22 43.4％  39.7％  14.6％  2.3％  
 
（2）幼少期に親からかけられた言葉と自己肯定感の関係について 
 表 2 のアンケートからそれぞれ個人の「自己表明・対人積極性」「自己実現的態度・充実感」
「自己受容」の平均値を求めた。平均値の 1～1.4 を 1 群、1.5～2.4 を 2 群、2.5～3.4 を 3 群、

















図 1  自己表明・対人積極性と馬鹿にされた言葉かけの割合（％）  
 
「子どもを馬鹿にすると、引っ込みじあんな子になる」では自己表明・対人積極性と馬鹿にさ
れた言葉がけの割合をみた（図 1）。自己表明・対人積極性の数値が 1 番低い 1 群では、1.手伝


















実感の数値の低い 1 群の割合が低くなっており、項目によっては 0％のものもあった。2 群から 4
群においては同等の割合のものも多いが 3.何かに失敗したとき、11.園や学校の先生に叱られたと
き については数値が高くなるにつれて割合も高くなっていた。 
叱られた言葉かけと励ましの言葉かけで図 2 と図 3 を比較すると、自己実現的態度・充実感に

































































 表 1 のアンケートから個人の平均点を出し、1～1.4 を馬鹿にされた言葉が多かった群、1.5～
2.4 を叱られた言葉が多かった群、2.5～3.4 を励ましの言葉が多かった群、3.5～4 を認められた
言葉が多かった群としてそれぞれ「私は引っ込みじあんだ」「私は悪い子だ」「自分に自信があ
る」「自分が好きだ」と答えた割合をみた。  
1～1.4 の馬鹿にされた言葉が多かった群は  
該当なしだった。 
 







図 5  叱られた言葉が多かった群（％）  




 図 7 に示したのは認められた言葉が多かった群のグラフである。私は引っ込みじあんではない
41.7％、私は悪い子ではない 50.0％と 2 つの項目で高い割合をしめている。どちらかといえばを
含めると 70.9％、79.2％と 7 割を超える。どちらかといえば自分に自信があるは 54.2％、どちら
かといえば自分が好きだは 58.3％という結果になった。 





















































自己表明・対人積極性と馬鹿にされた言葉がけの関係性をみると、15 項目中 3 項目においては
数値の低い 1 群が高い割合（33.3％）をしめたが残り 12 項目においては 0.0％だった。逆に数値







 自己実現的態度・充実感と叱られた言葉かけの関係性から数値の低い 1 群は他の群に比べて叱
られた言葉かけの割合が高いことがわかった。きょうだいでケンカをしたとき、朝、遅れそうに








数値の高い 3 群、4 群において励ましの言葉かけの割合が高く、数値の低い 1 群においては 15










2 群から 4 群にかけて認められた言葉かけの割合も高くなっている。これに関しては強い関係性
があるといえるのではないだろうか。現在の性格との関係をみても、自分が好きだと答えた学生
は 20.8％、どちらかといえば好きだと答えた学生が 58.3％で合わせると 79.1％、約 8 割の学生
が自分を好きだと思っていることがわかる。逆に自分が嫌いだと答えた学生は 0％であった。こ
の結果から認めてあげることと自分を好きになるということは関連があるといえる。 
図 5、6、7 をどちらかといえばを含め「そうだ」「ちがう」で比較してみた（表 4） 







私は引っ込みじあんである  73.4％ 50％ 29.1％ 
私は引っ込みじあんではない  26.7％ 50％ 70.9％ 
私は悪い子だ  66.6％ 27.2％ 20.9％ 
私は悪い子ではない  33.3％ 72.7％ 79.2％ 
私は自分に自信がある  26.7％ 34.4％ 62.5％ 
私は自分に自信がない  73.3％ 65.6％ 37.5％ 
私は自分が好きだ  33.3％ 50％ 79.1％ 




























から 4 連を取り上げ検証した。4 連のうち 2 連については関係性は見られるもののそうでない割
































  11,37－44 
松永あけみ・塚越由佳（2010）大人の「言葉かけ」が幼児の向社会的行動に及ぼす影響（その 2） 
  59,195－204 
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